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一 般 質 問 一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ りの し ろ 市 議 会 だ よ り

○
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
公
債
費
負
担
の
縮
減
効
果

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
に
向
け
た
県
の
新
施
策

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
獣
害
対
策
を
地
域
の
再
生
に
つ
な
げ
る
考
え
は

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
白
神
ね
ぎ
の
天
候
不
順
へ
の
今
後
の
対
策
は

○
市
長
記
者
会
見
の
動
画
配
信

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
齊
藤
市
政
20
年
の
成
果
と
次
代
に
贈
る
思
い
は

○
除
排
雪
に
民
間
力
の
活
用
を

○
小
型
除
排
雪
用
重
機
等
購
入
へ
の
補
助

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
道
路
の
除
雪
後
の
排
雪
を
迅
速
に
進
め
る
に
は

○
中
学
・
高
校
と
連
携
し
た
包
括
的
性
教
育

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
公
共
施
設
等
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

○
小
・
中
学
生
の
不
登
校
対
策

○
除
雪
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知
強
化

そ
の
他
の
質
問
事
項

交
差
点
の
角
の
排
雪
を
最
優
先
に
す
べ
き
で
は

　
　
今
冬
の
例
年
に
な
い
大
雪
で
、
除
雪
し
た
雪
が
幹
線
道

路
の
交
差
点
の
角
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
歩
行
者
用
信
号
の
高

さ
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。
車
か
ら
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
危

険
。
交
差
点
の
排
雪
を
最
優
先
に
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
今
冬
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
寒
波
の
影
響
等
で
積
雪
量

が
増
加
し
、
そ
の
後
、
気
温
上
昇
に
よ
る
融
雪
等
の
影
響
も

あ
り
、
除
雪
作
業
が
難
航
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
能
代
地
域

で
は
、
排
雪
基
準
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
見
通
し
が
悪
く

危
険
と
判
断
し
た
交
差
点
や
横
断
歩
道
等
の
20
を
超
え
る
箇

所
で
、
ま
た
、
二
ツ
井
地
域
で
は
排
雪
基
準
に
達
し
た
た
め
、

30
回
を
超
え
る
排
雪
を
実
施
し
た
。

公
園
や
周
辺
道
路
の
街
灯
の
設
置
状
況
は

　
　
住
宅
地
内
に
あ
る
公
園
の
周
辺
道
路
で
暗
い
歩
道
が
あ

る
。
市
民
の
安
全
の
た
め
に
街
灯
は
適
切
に
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
民
が
設
置
を
望
ん
だ
場
合
の
手
続
方
法
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

答
　
市
内
の
街
灯
は
、
公
園
の
周
辺
道
路
や
歩
道
を
含
め
、

充
足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
街
灯
の
設

置
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
現
地
を
確
認
し
、
公
共
性
、
交
通
状
況
等
を
考
慮
し
、

設
置
の
可
否
を
判
断
す
る
。

希
望

鍋
谷

　
暁

日
本
共
産
党

相
場
　
未
来
子

シ
リ
ウ
ス

安
井

英
章

日
本
共
産
党

菊
地

時
子

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
）

小
野

　
立

希
望

今
野

孝
嶺

問答問答

Ａ
Ｉ
は
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

　
　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
進
化
が
著
し
い
。
デ
ジ
タ
ル
化

は
む
し
ろ
「
見
え
な
い
」
こ
と
に
よ
る
「
非
効
率
化
」
が
進

展
し
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
Ｉ
は
対
話
型
が
進
歩
し
ア
ナ
ロ
グ
人

間
で
も
使
え
る
。
行
政
業
務
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入
に
よ
る
教
育

環
境
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
ほ
か
、
対
話
型
生
成
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
も
利
用
方
法
の
研
修
等
を
通
じ
て
積
極
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
、
文
書
の
素
案
作
成
等
の
作
業
で
、

業
務
の
効
率
化
や
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
安
全
面
を
考
慮

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

国
、県
、市
に
よ
る
ス
ク
ラ
ム
除
排
雪

　
　
国
道
、
県
道
、
市
道
の
境
目
な
ど
で
雪
だ
ま
り
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
大
館
市
で
は
市
が
道
路
管
理
の
枠
を
超

え
て
除
排
雪
す
る
「
ス
ク
ラ
ム
除
雪
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

合
理
的
で
あ
る
。
当
市
の
検
討
状
況
は
。

　
　
他
自
治
体
が
実
施
し
た
先
行
事
例
の
情
報
収
集
に
努
め

な
が
ら
、
積
雪
量
が
本
市
の
除
雪
能
力
を
超
え
る
場
合
に
お

け
る
ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
運
用
基
準
、
ル

ー
ル
、
役
割
分
担
等
、
今
後
の
体
制
づ
く
り
を
国
、
県
に
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

除
排
雪
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
通
報
シ
ス
テ
ム

　
　
今
年
の
冬
も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
除
排
雪
に
関
す
る
要

望
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
除
排
雪
に
関
す
る
通
報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
降
雪
時
の
道
路
状
況
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
通
報
、

職
員
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
国
土
交
通
省
運
用
の
道
路
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
も
情
報
を
得
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
通
報
機

能
は
、
こ
う
し
た
状
況
把
握
を
補
完
す
る
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
能
代
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
を

拡
張
し
、
除
排
雪
に
関
す
る
情
報
に
加
え
、
道
路
な
ど
の
不

具
合
等
の
通
報
も
可
能
と
す
る
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

「
農
家
の
パ
ー
テ
ィ
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
Ｊ
Ａ
秋
田
な
ま
は
げ
と
秋
田
市
、
男
鹿
市
、
潟
上
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
農
家
の
パ
ー
テ
ィ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

参
考
に
し
た
農
商
工
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
「
農
家
の
パ
ー
テ
ィ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
通
じ

て
、
農
林
水
産
業
及
び
食
品
関
連
産
業
の
振
興
が
図
ら
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
有
用
性
や
農
商
工
連

携
促
進
に
向
け
た
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問答問答

地
方
行
政
に
と
っ
て
の
至
上
命
題
は
何
か

　
　
８
年
前
、
市
長
選
に
臨
ん
だ
際
、
今
後
の
地
方
行
政
は

住
民
の
所
得
向
上
を
至
上
命
題
に
据
え
て
諸
施
策
を
打
ち
出

す
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
そ
の
信
念
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
５

期
20
年
務
め
ら
れ
た
市
長
の
御
所
見
は
。

答
　
幸
福
の
捉
え
方
は
多
種
多
様
で
、
所
得
向
上
は
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
。
総
合

計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
た
、
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
、
か
ら
だ

の
豊
か
さ
、
も
の
の
豊
か
さ
を
市
民
一
人
一
人
が
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
幸
福
共
創
の
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
地

方
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
至
上
命
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

熊
害
に
よ
る
売
上
減
へ
の
支
援
の
必
要
性

　
　
春
以
降
の
熊
の
頻
繁
な
出
没
を
確
実
と
す
る
専
門
家
の

意
見
が
あ
る
。
熊
対
策
に
は
、
駆
除
等
の
直
接
的
対
応
に
よ

る
市
民
の
安
全
確
保
の
ほ
か
、
今
後
は
、
熊
害
に
よ
り
売
上

が
激
減
す
る
飲
食
業
者
等
の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
年
明
け
以
降
、
市
内
で
の
熊
の
目
撃
情
報
が
な
く
、
こ

れ
ま
で
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
者
か
ら
熊
の
影
響

に
関
す
る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
新
た
な
支
援
策
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答

平
和
啓
発
の
た
め
被
爆
地
へ
の
派
遣
事
業

　
　
能
代
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
か
ら
19
年
。
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
が
被
爆
地
を
訪
問
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
学
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
体

験
学
習
と
し
て
被
爆
地
へ
の
派
遣
事
業
を
行
う
考
え
は
。

答
　
被
爆
地
へ
の
派
遣
事
業
は
、
旧
能
代
市
で
平
和
を
考
え

る
旅
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
希
望
者
の
減
少
等
か

ら
事
業
を
終
了
し
た
経
緯
が
あ
る
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
等
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
の
医
療
・
介
護
・
暮
ら
し
の
現
状
は

　
　
老
後
不
安
の
第
一
に
、
病
気
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
の
費
用
負
担
の
心
配
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域

医
療
や
介
護
の
崩
壊
な
ど
高
齢
者
の
不
安
が
募
る
ば
か
り
だ

が
、
市
は
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
少
子
高
齢
化
等
の
進
展
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
制
度
改
正
等
に
よ
り
、
将
来
へ

の
不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
包
括
的

な
相
談
、
支
援
体
制
を
構
築
し
、
生
活
の
不
安
解
消
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
、
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

白
神
ね
ぎ
の
産
地
拡
大
へ
の
課
題
は

　
　
令
和
６
年
度
に
販
売
額
20
億
円
を
達
成
し
た
白
神
ね
ぎ

だ
が
、
販
路
拡
大
や
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
、
生
産
者
の
育
成

や
人
手
の
確
保
等
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。

さ
ら
な
る
産
地
拡
大
へ
の
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
作
付
過
多
や
不
適
切
な
圃
場
選
定
、
規
模
拡
大
志
向
の

低
下
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
現
在
の
作
付
規
模
を
維
持
し
た

上
で
、
単
収
の
増
加
と
品
質
を
高
め
て
販
売
額
実
績
を
伸
ば

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
気
象
変

化
へ
の
対
応
、
栽
培
技
術
指
導
の
充
実
等
に
よ
っ
て
生
産
活

動
を
支
え
る
と
と
も
に
、
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
た
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
の
取
組
に
よ
り
産
地
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
よ
り
高
度
な
技
術
指
導
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
、
時
代
に
即
し
た
試
験
が
で
き
る
機
能
を
有
し

た
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
一
刻
も
早
い
整
備
を
求
め
た
い
。

整
備
の
検
討
状
況
は
。
ま
た
人
員
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
　
６
年
度
か
ら
整
備
方
針
庁
内
検
討
会
議
に
よ
り
協
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
方
針
決
定
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
時
代
に
即
し
た
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
人
員
は
充
足
し
て
い
る

状
況
に
な
い
た
め
、
専
門
人
材
を
含
め
た
人
員
の
確
保
に
引

き
続
き
努
め
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
実
施
す
る
際
は
、

人
員
の
拡
充
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答


